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日
本
に
お
け
る
南
洋
へ
の
関
心
と
、
そ
の
広
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
博
物
館
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―

福
西　

大
輔　

は
じ
め
に

　

熊
本
博
物
館
収
蔵
資
料
の
中
に
は
海
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
一
部
は

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
々
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
「
南
洋｣

か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
表
１
は
、
熊
本
博
物
館
が
所
有
す
る
南
洋
に
関
わ
る
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く

が
、
南
洋
に
関
心
が
あ
っ
た
一
般
の
日
本
人
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
資
料
を
も
と
に
熊
本
博
物
館

で
は
、
企
画
展
「
南
洋
へ
の
憧
れ　

―
熊

本
博
物
館
収
蔵
海
外
資
料
展
―
」（
平
成

二
六
年
六
月
一
三
日
〔
金
〕
〜
七
月
一
三

日
〔
日
〕）
を
開
催
し
た
（
写
真
１・
２
）。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
熊
本
博
物
館
所
蔵
の

南
洋
資
料
を
調
べ
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
本

論
で
は
紹
介
し
、
日
本
人
が
近
代
に
お
い

て
、
南
洋
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
っ
た

の
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
金
子
淳
に
よ
れ
ば
博
物
館
に
は

「
政
治
性
」
が
あ
り
、
そ
の
成
立
や
展
示

内
容
に
は
時
代
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い

う
（
金
子　

二
〇
〇
一
）。
も
し
、
そ
の
通
り
な
ら
ば
、
博
物
館
が
所
有
す
る
資
料
に
も

「
政
治
性
」
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
、
こ
う
し
た
視
点
で
も
南
洋
の
資
料
を
見

て
い
き
た
い
。

（
１
）
南
洋
の
イ
メ
ー
ジ

　

日
本
は
第
一
次
大
戦
後
、
国
際
連
盟
か
ら
委
任
統
治
の
命
を
受
け
て
、
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
・
パ
ラ
オ
・
マ
―
シ
ャ
ル
諸
島
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
を
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
と
、

中
島
敦
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
南
洋
へ
の
関
心
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
（
註

１
）。
落
合
一
秦
は
、
北
は
文
明
、
南
は
野
生
で
あ
り
、
北
は
見
る
側
で
南
は
見
ら
れ
る

側
と
い
う
構
図
が
あ
り
、
そ
れ
は
植
民
地
主
義
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
（
落

合　

一
九
九
六　

五
六
〜
六
五
）。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
人
は
南
国
を
代
表
す
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（写真１）展示会の様子１

（写真２）展示会の様子２

表１　熊本博物館所蔵南洋資料一覧
資　料　名 個　数

1 南洋の写真 26
2 貝製釣り針 1
3 カヌーの模型 1
4 貝製装飾品 2
5 貝斧 1
6 煙草入れ 1
7 貝貨 24
8 石貨 1
9 機織り機 1
10 影絵人形 3
11 カヌー 2
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る
場
所
と
し
て
、
南
洋
に
暖
か
い
「
未
開
」
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

た
。
そ
の
た
め
、
日
本
政
府
は
パ
ラ
オ
諸
島
に
置
い
た
南
洋
庁
が
中
心
と
な
っ
て
、
第
一

次
大
戦
後
は
南
洋
の
西
洋
化
・
近
代
化
を
推
し
進
め
て
い
く
。
日
本
か
ら
も
多
く
の
人
々

が
南
洋
に
行
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
独
自
の
文
化
を
築
き
上
げ

た
先
住
民
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
、
南
洋
か
ら
多
く
の
民
族
資
料
が
収
集
さ

れ
、
日
本
に
送
ら
れ
て
き
た
（
川
村　

一
九
九
六　

一
五
七
〜
一
五
九
）。

　

熊
本
博
物
館
に
も
こ
う
し
た
時
期
に
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
南
洋
の
資

料
が
あ
る
。
多
く
が
貝
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
南
洋
の
島
々
は
サ
ン
ゴ
礁
で
出
来

て
い
る
島
が
多
い
た
め
、
石
が
手
に
入
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
蝶
貝
を
加
工
し
て
つ

く
っ
た
貨
幣
で
、
婚
礼
な
ど
の
儀
礼
で
使
用
し
た
「
貝
貨
」（
写
真
３
）、
シ
ャ
コ
貝
を
刃

先
に
利
用
し
た
「
貝
斧
」、
蝶
貝
で
作
ら
れ
た
釣
り
針
の
「
貝
製
釣
り
針
」、
イ
モ
貝
類
と

植
物
繊
維
で
編
ま
れ
た
紐
を
使
っ
て
作
ら
れ
、
頭
飾
り
に
使
用
さ
れ
た
「
貝
製
装
飾
品
」

（
写
真
４
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
貝
の
文
化
が
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
南
洋
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
、
あ
る
い
は
南
洋
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

こ
う
し
た
貝
製
品
の
資
料
を
集
め
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
れ
ら
の
資
料
の
多
く
が
「
カ
ナ
カ
族
」
の
も
の
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
る
（
註
２
）。

　

熊
本
博
物
館
の
南
洋
資
料
の
中
に
は
詳
し
い
来
歴
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

「
石
貨
」
は
ヤ
ッ
プ
島
で
作
ら
れ
た
石
の
貨
幣

で
、
婚
礼
な
ど
の
儀
礼
で
使
用
さ
れ
た
（
写
真

５
）。
熊
本
出
身
の
衆
議
院
議
員
が
南
洋
視
察
団

に
同
行
し
た
際
、
現
地
で
集
め
た
も
の
だ
と
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ラ
オ
・
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
使
用
さ
れ
た
「
木
製
カ
ヌ
ー
」

は
、
漁
業
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
現
地

か
ら
軍
艦
で
日
本
に
運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
熊
本
が
近
代
以
降
、
軍
都

と
し
て
栄
え
た
こ
と
も
南
洋
の
資
料
が
熊
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
軍
人
た
ち
の
関
与

に
よ
っ
て
、
南
洋
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
海
軍
士
官
の
松
岡
静
雄

（
一
八
七
八
―
一
九
三
六
）
は
、
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
ポ
ナ
ペ
島
に
駐
留
し
た
（
川
村　

一
九
九
六　

一
五
〇
〜
一
五
六
）。
彼
は
軍
人
と
い
う
立
場
を
利
用
し
、
南
洋
庁
な
ど
の

力
を
借
り
て
、
民
族
調
査
を
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
註
３
）。

　

ま
た
、
台
湾
先
住
民
の
武
器
も
熊
本
博
物
館
は
所
蔵
し
て
い
る
（
表
２
参
照
）。
彼
ら

（写真３）貝貨

（写真４）貝製装飾品

（写真５）石貨
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も
「
南
洋
」
と
並
ん
で
「
南
国
」
の
人
々

と
し
て
、
熊
本
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
熊
本
で
行
な
わ

れ
て
い
た
博
覧
会
で
は
、
南
国
の
一
部
と

し
て
台
湾
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
博
覧
会
と
南
洋
・
南
国

　

戦
時
色
が
強
く
な
っ
て
き
た
昭
和
一
〇

（
一
九
三
五
）
年
に
熊
本
で
は
「
新
興
熊

本
大
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。『
新
興
熊
本
大
博
覧
会

記
念
画
報
』
や
『
新
興
熊
本
大
博
覧
会
誌
』
に
よ
れ
ば
、「
海
外
館
」「
満
州
館
」「
台
湾
館
」

「
朝
鮮
館
」
と
い
う
パ
ビ
リ
オ
ン
も
造
ら
れ
た
。
海
外
館
で
は
「
南
洋
之
部
」
が
設
定
さ

れ
、
ゴ
ム
や
カ
カ
オ
な
ど
の
特
産
物
や
住
民
の
衣
服
、
そ
し
て
槍
な
ど
の
武
具
が
展
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
、『
新
興
熊
本
大
博
覧
会
誌
』
に
よ
れ
ば
、
台
湾
館
で
は
物
品
紹
介
の
中
で
「
何

れ
も
南
国
気
分
を
横
溢
せ
る
華
麗
な
装
飾
法
」
と
記
し
て
お
り
、
台
湾
も
南
国
の
一
部
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
熊
本
で
も
身
近
な
南

国
と
し
て
台
湾
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
台
湾
先
住
民
の
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
台
湾
が
認
識
さ
れ
て
い
た
理
由
は
日
本
と
の
物
理
的
な
距
離
の
近
さ
も
あ
る

が
、
明
治
二
七・二
八
（
一
八
九
四・九
五
）
年
の
日
清
戦
争
の
処
理
に
よ
り
下
関
条
約
が

結
ば
れ
、
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

熊
本
博
物
館
に
は
、
タ
オ
族
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
玩
具
の

舟
や
パ
イ
ワ
ン
族
の
刀
な
ど
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
資

料
の
中
で
特
に
数
が
あ
る
の
は
、
勇
猛
果
敢
だ
と
さ
れ
た
タ

イ
ヤ
ル
族
の
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
ヤ
ル
族
の
刀
（
写
真
６
）

や
弓
、
そ
し
て
「
珠
裙
」（
写
真
７
）
で
あ
る
。「
珠
裙
」
は

男
性
の
儀
礼
服
で
、
宝
貝
を
加
工
し
て
取
り
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
貝
を
使
用
し
た
儀
礼
服
・「
珠
裙
」

の
存
在
も
台
湾
を
南
国
の
一
部
と
し
て
見
ら
れ
こ
と
に
な
る

要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
タ
イ
ヤ
ル
族
は
日
本
統
治
下
で
昭
和
五
（
一
九 

三
〇
）
年
に
霧
社
事
件
と
い
う
抗
日
暴
動
事
件
を
起
し
た

（
川
村　

一
九
九
六　

一
一
四
〜
一
一
七
）。
日
本
軍
が
鎮

圧
す
る
程
の
騒
動
に
な
り
、
植
民
地
政
策
の
見
直
し
の
切
掛

け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
日
本
人
は
タ
イ
ヤ
ル
族

が
勇
猛
果
敢
な
存
在
だ
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
註
４
）。
こ
う
し
た
こ
と
と
、
先

に
触
れ
た
よ
う
に
熊
本

が
軍
都
で
あ
り
、
勇
ま

し
い
も
の
を
好
む
傾
向

が
強
か
っ
た
こ
と
が
、

熊
本
博
物
館
に
タ
イ
ヤ

ル
族
の
武
器
が
集
ま
っ

て
き
た
背
景
に
は
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（写真７）珠裙

（写真６）台湾先住民（タイヤル族）の刀

表２　熊本博物館所蔵台湾先住民資料一覧

資　料　名 個　数

1 礼装着 1

2 珠裙 3

3 台湾先住民族の鉾 1

4 台湾先住民族の刀 5

5 台湾先住民族の槍 1

6 台湾先住民族の弓 2

7 台湾先住民族の矢 3

8 玩具の舟 1

9 台湾先住民族の矢筒 1
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（
３
）
異
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し

　

南
洋
を
は
じ
め
と
す
る
南
国
に
向
け
ら
れ
て
い
た
異
文
化
へ
の
視
点
は
、
北
方
に
住
む

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
も
向
け
ら
れ
た
。
熊
本
医
科
大
学
長
を
務
め
た
山
崎
正
董
（
一
八
七
二

―
一
九
五
〇
年
）
は
国
内
外
の
貝
類
や
瓦
を
集
め
る
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
、
彼

は
昭
和
七
・
八
（
一
九
三
二
・
三
三
）
年
に
奄
美
大
島
や
沖
縄
な
ど
に
自
ら
足
を
運
ん

で
い
る
。
そ
こ
で
、
線
刻
石
版
の
よ
う
な
珍
し
い
考
古
遺
物
も
集
め
た
。
ま
た
、
台
湾
の

先
住
民
が
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
珠
裙
」
な
ど
も
収
集
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

山
崎
も
南
国
に
興
味
を
持
っ
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

山
崎
の
関
心
は
南
国
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
北
方
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
山
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
墓
標
が
あ
る
（
写

真
８
）。
そ
の
様
式
か
ら
樺
太
・
東
海
岸
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
人
男
性
の
墓
標
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
の
か
解
っ
て
い
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
南
国
へ
の
関
心
が
異
文
化
へ
の
関
心
と
い
う
形
で
広
が
っ
て
い
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
関
心
の
広
が
り
は
山
崎
に
限
ら
な
い
。
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
（
南

洋
諸
島
対
応
）
に
就
任
し
た
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年

に
『
南
島
談
話
会
』
を
作
り
、
南
洋
・
南
国
へ
の
関
心
を
示
す
と
と
も
に
大
正
一
四

年
（
一
九
二
五
）
に
は
『
北
方
文
明
研
究
会
』
も
作
っ
て
い
る
（
野
村
・
ほ
か　

一
九
九
八　

四
五
二
〜
四
五
七
）。
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
南
洋
・
南
国
だ
け
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
広
い
視
野
で
日
本
の
周
り
を
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

結
び
に
か
え
て

　

熊
本
博
物
館
所
蔵
の
南
洋
資
料
を
来
歴
な
ど
か
ら
検
討
し
て
き
た
結
果
、
南
洋
と
日
本

人
と
の
関
わ
り
が
分
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
、
日
本
は
国
際
連
盟
か
ら
の
委
任
統
治
の

命
を
受
け
て
、
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
・
パ
ラ
オ
・
マ
―
シ
ャ
ル
諸
島
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

を
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
人
々
の
南
洋
へ
の
関
心
は
よ
り
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
日
本

人
は
貝
を
使
っ
た
民
族
資
料
を
通
し
て
南
洋
に
幻
想
や
憧
れ
を
抱
い
た
。

　

南
洋
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
東
京
と
い
っ
た
大
都
市
部
だ
け
で
な
く
、
熊
本
の
よ
う

な
地
方
都
市
で
も
あ
っ
た
。
熊
本
が
軍
都
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
南
洋
へ
の
関
心
を
よ
り
高

め
た
。
こ
う
し
た
中
、
熊
本
で
は
博
覧
会
が
開
か
れ
、
民
族
資
料
を
通
し
て
南
洋
が
紹
介

さ
れ
、
南
洋
そ
し
て
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
市
民
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
台
湾
も
身

近
な
南
国
と
し
て
捉
え
る
動
き
も
生
ま
れ
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
拡
大
し
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
、
知
識
人
の
中
に
は
、
南
国
へ
の
関
心
だ
け
で
な
く
、
北
方
を
は
じ
め
と
す

る
異
文
化
へ
の
関
心
を
持
つ
も
の
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
世
界
の
中
の
日
本
と
い
う

こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
最
中
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
が
起
き
、
南
洋
の
島
々
の
多
く

が
戦
場
と
な
り
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
熾
烈
な
戦
闘
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
は

先
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
多
く
の
死
者
を
出
し
、
そ
の
中
に
は
熊
本
か
ら
出
兵
し
た
人

た
ち
も
い
た
。
南
洋
へ
の
憧
れ
が
悲
劇
に
変
わ
っ
た
時
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本

（写真８）アイヌの墓標
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が
行
な
っ
て
い
た
南
洋
の
委
任
統
治
も
終
焉
を
迎
え
、
南
洋
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ

る
と
と
も
に
南
洋
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、
新
た
に
南
洋
か
ら
日
本

に
持
っ
て
こ
ら
れ
る
資
料
は
減
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
本
博
物
館
と
い
う
地
方
博
物
館
資
料
の
来
歴
を
辿
る
だ
け
で
も
、
日
本

近
代
史
や
国
策
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
博
物
館
資
料

を
研
究
す
る
際
に
は
、
資
料
そ
の
も
の
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
収
集
さ
れ
た
経
緯

な
ど
か
ら
窺
え
る
「
政
治
性
」
に
つ
い
て
も
着
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
註
１
）　

中
島
敦　

一
九
四
二
「
環
礁　

―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島
記
抄 

― 

」『
南
島

譚
』

　
　
　
　

※　

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年 　

パ
ラ
オ
南
洋
庁
へ
教
科
書
編
纂
係
り
と

し
て
赴
任
す
る
。

（
註
２
）　

第
一
次
大
戦
か
ら
第
二
次
大
戦
の
間
に
使
わ
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
、
パ
ラ
オ
等
の
住
民
を
一
般
的
に
呼
ぶ
俗
称
で
、
部
族
や
民
族

の
名
称
で
は
な
い
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
で
「
人
」
あ
る
い
は
「
男
」
を
意
味
し
、

日
本
人
な
ど
が
一
方
的
に
名
付
け
た
も
の
で
、
近
年
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
。

（
註
３
）　

松
岡
静
雄
は
民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
の
弟
で
、
著
作
に
『
太
平
洋
民
族
誌
』

（
一
九
二
五
）・『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
族
誌
』（
一
九
四
三
）
が
あ
る
。

（
註
４
）　

セ
デ
ッ
ク
族
は
日
本
統
治
下
で
タ
イ
ヤ
ル
族
の
支
族
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
霧
社
事
件
は
タ
イ
ヤ
ル
族
が
起
こ
し
た
事
件
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

セ
デ
ッ
ク
族
が
二
〇
〇
八
年
に
台
湾
政
府
よ
り
独
自
の
民
族
と
し
て
認
め
ら

れ
て
以
来
、
セ
デ
ッ
ク
族
が
起
こ
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
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